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日揮グローバルが一部プラントに採用しているモジュール工法は、プラント設備を建設現場に比較し設備・

人員が整っている場所で製作することにより、建設現場におけるリスクを先取りし、対策が講じやすくなる

こと、建設現場における作業量の低減により現地建設工期の短縮が図れるメリットがある。 

競争力向上を目的に日揮グローバルは NuScale VOYGRTM の原子炉建屋にモジュール工法の適用を検討して

おり[1]、本稿では検討中の建屋モジュールの構造強度面での成立性確認状況を説明するとともに、建屋モジュ

ール現地建設時の技術的課題に触れる。 
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1. 緒言 

モジュール工法は在来工法と比較し輸送・据付対象設備が大型となり、支持構造物の構造強度が工法の成

否に直結することから検討中の建屋モジュールの評価を有限要素法により行った。また、本検討の建屋モジ

ュールは支持構造物（建屋躯体）として鋼板コンクリート構造（SC 構造）を採用していることに新規性があ

り、技術的課題の所在を明確にするため、現地建設時の施工手順毎に検討を行った。 

2. 建屋モジュール構造強度成立性確認状況 

有限要素法を用いて建屋モジュールの弾性応力解析を据付時（コンクリート打設時）、海上輸送時、吊り上

げ時の 3 ケース行い構造強度面の確認を行った。固定荷重、積載荷重、輸送時荷重、風荷重を考慮し解析に

より算出された応力が許容値に収まることを確認した。本解析結果より製作現場～現地据付時（コンクリー

ト打設時）までの期間における建屋モジュール構造強度面成立性で一定の見通しが得られた。 

3. 建屋モジュール現地建設時の技術的課題 

現地建設時の施工手順毎に課題の抽出を行った。一例として現地据付後のコンクリート打設がある。特に、

フル SC 床はコンクリート打設面が鋼板に覆われていることから適切にコンクリートが充填、締固めされて

いるか確認することができないという課題がある。本課題を解決するため、コンクリート流動性確認、コン

クリート充填性確認を要素試験として実施した上でフルサイズモックアップ試験を実施する計画としている。 
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